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日
韓
友
情
年
２
０
０
５

～
進
も
う
未
来
へ
、
一
緒
に
世
界
へ
～

日
本
と
韓
国
は
、
二
〇
〇
二
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
・
サ
ッ
カ
ー
共
同
開
催
な
ど
に
よ
り
、
か
つ
て
な

い
ほ
ど
親
近
感
を
深
め
ま
し
た
。
こ
こ
福
島
か
ら
も

週
三
便
、
韓
国
ソ
ウ
ル
線
が
運
行
し
て
い
ま
す
。
ま

、

、

た

日
韓
国
交
正
常
化
四
〇
周
年
に
当
た
る
今
年
は

「
日
韓
友
情
年
２
０
０
５

（
公
式
Ｈ
Ｐ

h
t
t
p
:
/
/

」

w
w
w
.
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k
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f
.
o
r
.
j
p
/
f
r
i
e
n
d
s
h
i
p
2
0
0
5
/
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p
a
n
e
s
e
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）

と
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
更
な
る
相
互
理
解
と
友
情
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
当
館
が
所
蔵
す
る
韓
国
に
関
す
る
主
な

資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

【
人
文
科
学
系
の
資
料
か
ら
】

◆

鄭
于
澤
他
著

『
韓
国
の
美
術
・
日
本
の
美
術
』

二
〇
〇
二
．
一

昭
和
堂

第
一
章
は

「
作
品
を
比
べ
て
み
よ
う
」
と
題
し

、

て
、
日
韓
そ
れ
ぞ
れ
に
現
存
す
る
「
観
音
菩
薩
像
」

「
阿
修
羅
像

「
金
剛
力
士
像
」
等
を
写
真
で
見
比

」

べ
ら
れ
る
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
両
国
の
芸
術
の

類
似
点
・
相
違
点
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
捉
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
第
二
章
の
「
キ
ー
ワ
ー
ド
で
比
べ
て
み

よ
う
」
と
併
せ
て
読
む
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
深
い
理

解
が
得
ら
れ
ま
す
。

[

人
文
公
開

7
0
2
.
2
1
/
C
1
]

二

◆
『
韓
国
の
手
仕
事
』
田
代
俊
一
郎
著

晩
聲
社

〇
〇
三
．
六

著
者
の
田
代
氏
は
新
聞
記
者
で
あ
り
、
ソ
ウ
ル
支

局
勤
務
時
に
三
〇
人
の
匠
に
取
材
を
し
、
韓
国
の
手

工
芸
の
魅
力
を
一
冊
の
本
に
ま
と
め
ま
し
た
。
写
真

を
眺
め
る
だ
け
で
も
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
職
人
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
や
仕
事
に
対
す
る
思

い
が
述
べ
ら
れ
た
文
章
に
も
味
わ
い
が
あ
り
ま
す
。

[

人
文
公
開

7
5
0
.
2
2
1
/
T
1
]

『
冬
の
ソ
ナ
タ
か
ら
考
え
る

私
た
ち
と
韓
国
の

◆

二
〇
〇
四
．
一
一

あ
い
だ
』
山
登
義
明
他
著

岩
波
書
店

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
山
登
氏
が
、
ド
ラ
マ

「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
の
特
別
番
組
を
制
作
す
る
中
で
、

い
か
に
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
が
多
く
の
人
の
心
を
捉
え

て
い
っ
た
か
を
目
の
当
た
り
に
し
、
自
分
自
身
も
そ

の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
て
い
く
、
そ
の
様
子
が
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。
後
半
は
岩
波
ホ
ー
ル
総
支
配
人
・

高
野
氏
と
山
登
氏
の
対
談
が
収
め
ら
れ
て
お
り

「
冬

、

の
ソ
ナ
タ
」
だ
け
で
な
く
、
韓
国
の
映
像
文
化
（
特

に
映
画
）
が
日
本
に
浸
透
し
て
き
た
過
程
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

[

人
文
公
開

7
7
8
.
8
/
ﾀ
ｴ
0
4
9
]

◆

金

『
韓
国
が
わ
か
る
。
ハ
ン
グ
ル
は
楽
し
い
！
』

二
〇
〇
二
．
六

裕
鴻
著

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

韓
国
語
の
学
習
本
は
た
く
さ
ん
出
版
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
本
は
文
法
や
発
音
に
つ
い
て
だ
け
で
は

な
く
、
韓
国
語
の
歴
史
や
日
本
語
と
の
類
似
点
・
相

違
点
、
ま
た
、
韓
国
の
風
習
・
文
化
や
韓
国
人
の
気

質
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
り
、
読
み
物
と
し
て
も
充

分
に
面
白
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
韓
国
語
を
勉

強
し
つ
つ
、
韓
国
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
一
冊
で
す
。

[

人
文
公
開

8
2
9
.
1
/
K
1
]

『
コ
リ
ア
ン
・
ミ
ス
テ
リ

韓
国
推
理
小
説
傑
作

◆

金
聖
鐘
他
著

祖
田
律
男
他
訳

バ
ベ
ル
・

選
』

二
〇
〇
二
．
五

プ
レ
ス

現
在
韓
国
で
活
躍
す
る
ミ
ス
テ
リ
作
家
の
短
篇
を

集
め
た
も
の
で
す
。
序
文
に
お
い
て
、
韓
国
で
は
推

理
小
説
の
歴
史
が
浅
く
、
日
本
ほ
ど
作
家
層
も
読
者

層
も
厚
く
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
の

ミ
ス
テ
リ
フ
ァ
ン
も
充
分
楽
し
め
る
内
容
で
す
。

[

人
文
公
開

9
2
9
.
1
3
/
K
2
]

【
社
会
科
学
系
の
資
料
か
ら
】

李
憲
昶
著

須
川
英
徳
他
監

◆
『
韓
国
経
済
通
史
』

二
〇
〇
四
．
三

訳

法
政
大
学
出
版
局

古
代
か
ら
現
在
ま
で
の
、
韓
国
の
経
済
構
造
の
歩

み
に
つ
い
て
、
一
貫
し
た
歴
史
発
展
の
構
図
を
提
示

し
た
初
の
本
格
通
史
で
す
。

初
期
農
耕
社
会
の
成
立
か
ら
始
ま
り
、
市
場
が
形

成
さ
れ
る
中
世
社
会
の
基
本
構
造
、
商
人
資
本
の
成

長
に
よ
る
貨
幣
経
済
の
発
展
、
対
外
貿
易
の
展
開
、

そ
し
て
、
近
代
的
産
業
化
へ
の
経
済
的
蓄
積
と
続
き

ま
す
。
近
代
に
お
い
て
は
、
開
港
と
自
主
的
近
代
化

の
挫
折
、
と
く
に
植
民
地
下
の
経
済
の
動
向
を
実
証

的
に
明
ら
か
に
し
て
そ
の
実
態
と
歴
史
的
意
義
を
検

証
し
て
い
ま
す
。

[

社
会
公
開

3
0
2
.
2
1
/
K
4
]

◆

韓
培
浩
著

木

『
韓
国
政
治
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』二

〇
〇
四
．
六

宮
正
史
他
訳

法
政
大
学
出
版
局

こ
の
半
世
紀
間
の
韓
国
政
治
の
変
動
を
捉
え
直
し

た
一
冊
で
す
。

軍
事
独
裁
政
権
の
変
転
を
、
権
威
主
義
体
制
の
制

度
化
の
失
敗
過
程
と
位
置
づ
け
、
日
本
語
版
刊
行
に

あ
た
っ
て
は

「
文
民
政
府
の
民
主
改
革
と
水
平
的

、

政
権
交
代
」
の
一
章
を
加
え
、
金
泳
三
文
民
政
府
の

樹
立
か
ら
金
大
中
の
「
国
民
の
政
府
」
成
立
に
ま
で

言
及
し
、
民
主
化
へ
の
変
化
を
分
析
し
て
い
ま
す
。

伝
統
的
な
行
動
科
学
主
義
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
主
義

の
分
析
視
角
ま
で
採
り
入
れ
た
幅
広
い
視
野
に
お
い
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て
、
権
威
主
義
体
制
か
ら
民
主
主
義
体
制
へ
の
苦
難

の
道
を
跡
づ
け
て
い
ま
す
。

[

社
会
公
開

3
0
2
.
2
1
/
K
4
]

【
自
然
科
学
系
の
資
料
か
ら
】

◆
『
承
孝
相
・
張
永
和
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
：
１
０
×
２

』

二
〇
〇
四
．
三

承
孝
相
他
著

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
出
版

著
者
二
人
は
欧
米
か
ら
の
評
価
も
高
い
、
東
ア
ジ

ア
を
代
表
す
る
建
築
家
で
す
。
韓
国
出
身
の
承
孝
相

（
ス
ン
・
ヒ
ョ
サ
ン
）
は
、
あ
え
て
建
築
作
品
に
空

「

（

）
」

の
空
間
を
置
く
な
ど

U
r
b
a
n
V
o
i
d

都
市
の
空
き

を
テ
ー
マ
に
設
計
を
続
け
て
い
ま
す
。
写
真
・
設
計

図
の
他
、
エ
ッ
セ
イ
や
対
談
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

彼
独
自
の
建
築
理
念
を
本
書
で
知
る
こ
と
が
出
来
ま

す

（
英
文
併
記

［
自
然
公
開

5
2
0
.
8
7
/
ｼ
ｺ
0
4
3

］

。

）

◆

尹
張
燮
著

中
央
公
論
美
術

『
韓
国
の
建
築
』

二
〇
〇
三
．
一
二

出
版本

書
は
一
九
七
三
年
刊
『
韓
国
建
築
史
』
の
増
補

改
訂
版
で
、
朝
鮮
半
島
の
建
築
通
史
を
知
る
こ
と
が

出
来
る
数
少
な
い
資
料
で
す
。
時
代
は
原
始
か
ら
朝

鮮
王
朝
時
代
ま
で
、
様
式
も
寺
院
・
宮
殿
・
住
居
な

ど
幅
広
く
考
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
名
な
景
福
宮
の

説
明
も
あ
り
、
旅
行
前
に
読
め
ば
専
門
家
の
よ
う
な

視
点
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ち
な
み
に

当
館
で
は
『
韓
国
建
築
史
』
の
主
要
部
分
を
日
本
語

訳
し
た
資
料
（
同
書
名
）
も
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

［
自
然
公
開

5
2
2
.
1
/
ﾕ
ﾁ
0
3
Z

］

◆

李
信

『
韓
国
料
理
―
伝
統
の
味
・
四
季
の
味
』

二
〇
〇
一
．
一
二

徳
著

柴
田
書
店

、

韓
国
の
伝
統
料
理
を
素
材
か
ら
作
法
ま
で
網
羅
し

本
格
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
方
に
お
薦
め
で
す
。

写
真
が
ち
ょ
い
と
古
め
か
し
い
の
が

い
か
に
も

料

、

「

」

。

理
の
教
本

と
い
っ
た
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す

［
自
然
公
開

5
9
6
.
2
2
/
R
1

］

◆

呉
浩
子

『
お
い
し
さ
新
鮮
！
韓
国
の
お
菓
子
』

二
〇
〇
三
．
一
一

著

文
化
出
版
局

。

前
書
に
比
べ
て
写
真
は
一
見
カ
ラ
フ
ル
で
ポ
ッ
プ

し
か
し
じ
っ
く
り
材
料
を
見
て
み
る
と
、
胡
麻
や
き

な
粉
な
ど
「
健
康

「
素
朴

「
伝
統
」
と
い
っ
た
言

」

」

葉
が
浮
か
ん
で
く
る
も
の
ば
か
り
で
す
。
洋
菓
子
と

も
和
菓
子
と
も
言
え
な
い
、
独
特
の
韓
国
甘
味
文
化

を
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

［
自
然
公
開

5
9
6
.
6
5
/
ｸ
ﾋ
0
3
Y

］

『
ア
パ
レ
ル
業
界
・
日
中
韓
英

対
訳
ワ
ー
ド
ブ

◆

二
〇
〇
二
．
二

ッ
ク
』

村
尾
康
子
編

東
京
堂
出
版

業
界
以
外
の
方
で
も
活
用
で
き
る
単
語
集
で
す
。

「
一
般
商
談
用
語

「
出
張
関
連
用
語
」
の
章
は
、

」

基
本
的
な
旅
行
会
話
に
も
便
利
で
す
。
ま
た
、
他
に

も
色
や
サ
イ
ズ
な
ど
、
意
外
に
身
近
な
言
葉
が
多
く

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
カ
国
語
が
並
列
表
記
さ
れ

て
お
り
、
対
応
関
係
が
見
や
す
い
の
も
特
徴
で
す
。

［
自
然
参
考

5
8
9
.
2
/
M
5

］

『
絶
え
間
な
き
交
信
の
時
代

ケ
イ
タ
イ
文
化
の

◆

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
Ｅ
・
カ
ッ
ツ
他
編

富
田

誕
生
』

二
〇
〇
三
．
六

英
典
監
訳

Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版

携
帯
電
話
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
中
で
様
々

な
社
会
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
本
書
で
は
韓
国

・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
イ
タ
リ
ア
等
の
専
門
家
が
そ
れ

。

ぞ
れ
の
視
点
で
ケ
イ
タ
イ
文
化
を
考
察
し
て
い
ま
す

韓
国
に
関
す
る
章
で
は
、
縁
故
主
義
を
初
め
と
す
る

伝
統
的
人
間
関
係
が
、
携
帯
電
話
の
普
及
に
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

[

自
然
公
開

6
9
4
.
6
/
ｶ
ｼ
0
3
6
]

）

(

一
般
資
料
チ
ー
ム

図
書
館
Ｑ
＆
Ａ

～
な
ぜ
複
写
が
め
ん
ど
う
な
の
？
～

そ
れ
は｢

著
作
権｣

を
守
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

最
近
、
音
楽
や
映
画
な
ど
に
関
連
し
て
耳
に
さ

れ
た
こ
と
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
著
作
権
と

は
作
品(

著
作
物)

を
作
っ
た
人
が
持
っ
て
い
る
権

利
で
す
。
作
品
を
作
れ
ば
、
子
ど
も
で
も
ア
マ
チ

ュ
ア
で
も
関
係
な
く
著
作
権
が
発
生
し
ま
す
。
創

作
し
た
時
点
で
自
動
的
に
発
生
す
る
も
の
な
の
で

届
け
出
な
ど
は
い
り
ま
せ
ん
。

こ
の
著
作
権
は｢

著
作
権
法｣

に
よ
っ
て
守
ら
れ

て
お
り
、
原
則
的
に
第
三
者
が
勝
手
に
複
写
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
公
共
図
書
館
に
お
い
て

、

。

、

は

第
三
一
条
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す

こ
の
時

･

図
書
館
所
蔵
の
資
料
で
あ
る

･

公
表
さ
れ
た
著
作
物
の
一
部
分(

場
合
に
よ
っ
て

全
部)

の
複
製
物
を
一
人
に
つ
き
一
部
提
供
す
る

･

非
営
利
目
的
の
利
用
で
あ
る

･

利
用
者
の
私
的
な
調
査
研
究
の
た
め
で
あ
る

の
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
県
立
図
書
館
で
は｢

複
写
申
込

書｣

に
記
入
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
三
年
度

は
、
七
六
四
二
件
、
八
万
三
千
八
十
一
枚
の
利
用

が
あ
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
当
館
に
な
い
資
料

の
複
写
を
他
の
図
書
館
に
依
頼
す
る
サ
ー
ビ
ス
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

著
作
権
は
、
そ
の
作
品
に
表
現
さ
れ
て
い
る
著

作
者
の
人
格
と
財
産
の
権
利
を
保
護
す
る
も
の
で

す
。
複
写
を
希
望
さ
れ
る
際
は
、
申
込
書
を
よ
く

お
読
み
に
な
り
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す

(

逐
次
刊
行
資
料
チ
ー
ム)

。


